
問題１
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問題２

（）  とおくと、   　    

　   


    




     


  ＝      となるので、

　       

（）     とすると

　　     　　    　　 
   

　　   

　これにより、

　       とすると  
   となる。
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（）は（）ができていなくても、  と置換して直接計算ができる。

この辺りを粘って解答できたかどうかが大きなポイントであった。
 

 



問題３

（）つの異なる格子点を    とすると、

　直線の方程式は、

　    と表せる。

　ここで、とおくと、

　　①

　点  が点であるとき、

　　



　すなわち、




　 は整数

　となる。

　  が直線①上にあると仮定すると、

　　すなわち　   





　は無理数だから、となる。

　 



より、となる。

　これにより、かつとなる。

　よって、は一致してしまうので、矛盾となる。

　よって、  は①すなわち直線上にはない。

　よって、線分上にもない。

（）つの格子点を

　        とする。

　（）の結果から点は辺及び対角線上にはない。

　  が条件をみたす点のとき、

　



　は整数だから、




（の値はこれに限られる）

　（



）

　

　これをみたす整数は個
 

 
 
 
  



 
 
 
  



講評 

　年度は合格者平均点が７割を超えるなど比較的取り組み易かったと思いますが、年度一般

前期は論述部分が難化している様子でした。問題１のマークシート部分は、昨年に引き続き易しい問

題構成で、計算にミスがなけばとり切れる問題が多かったでしょう。メルリックス学院の対策講座で

も＝  であることを覚えておきたいという話はしましたが、（）がその問題でした。（）

の数列の問題は、一般項を求めるのではなく、推測で済ませる問題でした。マークシート特有の問題

でしたね。藤田の数列ではマーク特有問題はよく出題されています。

　問題は逆関数を使った積分に関する問題でした。この問題を解いたことがある受験生にはできる問

題でしたが、初見の受験生には難しかったでしょう。（）から苦戦してしまったことも考えられます。

ただ、（）が出来なくても、（）だけ置換積分法を使って取っていく手段もありました。諦めずに

できることを尽くした受験生であれば、貴重な部分点を得ることができたでしょう。問題は受験生に

とっては馴染みの薄い問題で、更に対処方法に困ったことでしょう。得点率はかなり低いことが予想

されますので、出来なくても心配することはありません。

　全体として、やはり勝負はマークシート部分であったように感じます。取れる問題を高い割合で取

り切れたかでした。

合格の基準となる点数については、マークシート部分で点、論述部分で点、合計で

点くらいでも勝負になると感じます。
 


